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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

お知 
らせ 

麦作 平成22年産小麦の総括 

平成22年度稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ 

成分検査：フォーリングナンバーの測定（ホクレン農業総合研究所） 
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も く じ

売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

農産物検査の信頼性確保

を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



麦　　作 

平成２２年産小麦の総括

北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 主査 久 保 勝 照
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 農業研究本部駐在 主査 武 田 尚 隆
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 十勝農業試験場駐在

主任普及指導員 松 原 昭 美
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課 北見農業試験場駐在 主査 森 久 夫
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業研究本部 上川農業試験場

研究部 地域技術グループ 研究主任 中 道 浩 司

農林水産省大臣官房統計部が１２月１０日に公表した『平成２２年産４麦の収穫量』によると北海道

の平成２２年産小麦の秋まき小麦と、春まき小麦の収量は、共に前年を大きく下回り（表１）、秋

まき小麦は平均収量対比６４％、春まき小麦は平均収量対比４９％となった。

また、秋まき小麦の収量は平成１１年以降最も低い値となり、春まき小麦は「春よ恋」が主力品

種となった平成１５年以降最低の成績となった。６月２半旬以降の記録的な高温が登熟日数の短縮

を招き、子実の細麦傾向につながったと推察される。生育の経過をふり返りながら今後の課題に

ついて検討する。

表１ 平成２２年産小麦の作付面積と収穫量

区 分
作付面積 １０a当たり収量 前年対比 平均収量 平均収量対比
（ha） （�／１０a） （％） （�／１０a） （％）

秋まき小麦 １０６，８００＊ ３１０＊ ８７ ４８１＊＊ ６４
春まき小麦 ９，５００＊ １４７＊ ７０ ３００＊＊ ４９

注）＊ 農林水産省大臣官房統計部発表（平成２２年１２月１０日）

＊＊ 平年収量は過去７年の豊凶年を除く５年平均

表２ 小麦の年次別１０a当たり収量の推移 （�）
年次（平成） １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
秋まき小麦 ３２７ ３８３ ４０５ ４８０ ５０８ ５０１ ４７９ ４３７ ５１０ ４７８ ３５５ ３１０
春まき小麦 １２５ ９１ １２８ １１８ ２６９ ３０６ ２９７ ３０６ ３２３ ３２６ ２１０ １４７

１ 各地域における平成２２年産
小麦の生育
秋まき小麦は、降雨の影響では種期が平年

より３日遅れ、は種後の気温が低かったこと

もあり越冬前の生育量は平年より少なかった。

融雪は道東で平年並み、道央・上川でやや遅

れたが、雪腐病はやや少なかった。幼穂形成

期は平年より５日遅れ、出穂期は平年より３

日遅れとなったが。６月２半旬以降の記録的

な高温により、出穂期以降の生育が急速に進

み、成熟期は平年より４日早く、出穂期～成

熟期の登熟日数は３９日間（平年４６日間）と非

常に短くなり（表３）、全道的に細麦傾向で

製品歩留まりは低かった。

春まき小麦は、は種期は融雪が遅れた上川

地域で８日遅くなったが、４月上旬の天候が

順調だったオホーツク地域では６日早くなっ

た。６月２半旬以降の記録的な高温により、

出穂期は１日、成熟期は６日平年より早まっ

た。出穂期～登熟期の登熟日数は４１日間（平
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年４６日間）と短くなり細麦傾向となった。ま

た、収穫期の降雨により穂発芽の発生も多く、

製品歩留まりは低かった。初冬まき栽培にお

いても登熟日数の短縮と穂発芽の発生により

同様の傾向であり、収量と製品歩留りは低く

なった。

� 道央
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課

農業研究本部駐在 主査 武田尚隆

ア）秋まき小麦

道央（石狩・空知・後志・胆振）における

秋まき小麦の生育は、融雪の遅れおよび６月

１半旬までの低温により、出穂期までの生育

は２～５日遅れた。その後６月２半旬以降の

高温により成熟期は２日早まり、登熟期間は

３７日間（平年比－６日）に短縮された。この

ため、細麦となり製品歩留りが低下した。

茎数が多かったほ場では７月中旬の降雨・

強風により倒伏が発生した。また収穫時期後

半の降雨により一部のほ場で穂発芽が発生し

た。連作ほ場では、立枯病の発生が見られた。

これらにより、低収量・低品質となった。

イ）春まき小麦（初冬まき栽培）

道央（石狩・空知）における春まき小麦初

冬まき栽培の生育は、融雪後の出芽本数が地

区により差があり、空知で少なく、石狩では

多かった、その後の茎数および穂数も同様で

あった。草丈は平年よりも短く推移した。

融雪遅れおよび６月１半旬までの低温によ

り出穂期までの生育は、平年よりも７日程度

遅れたが、その後の高温により成熟期は平年

並みとなり登熟期間が４１日間（平年比－６

日）に短縮された。このため、細麦となり製

品歩留りが低下した。

７月中旬の降雨・強風により倒伏、その後

の断続的な降雨により穂発芽が発生した。ま

た、赤かび粒の発生も見られた。これらによ

り、低収量・低品質となった。

� 十勝
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課

十勝農業試験場駐在 主任普及指導員 松原昭美

ア）秋まき小麦

平成２１年秋の播種期は前作物の収穫が遅れ

たため平年より２日遅れ、１０月に入ってから

表３ 平成２２年産秋まき小麦の生育状況

振興局
は種期 起生期 幼穂形成期 出穂期 成熟期 茎数（本／�） 穂数

（月日） （月日） （月日） （月日） （月日） （H２１．１０．１５） （H２２．６．１５） （月日）

石狩 ９．２１（ ０） ４．１５（遅３） ５．９（遅９） ６．１２（遅４） ７．１９（早２） ３２７（７６） ７０１（９７） ６５９（９７）

空知 ９．２０（遅２） ４．１１（遅２） ５．７（遅４） ６．１０（遅４） ７．１７（早２） ３４７（７１） ６８８（９８） ６３６（９６）

上川 ９．１７（遅９） ４．２３（遅７） ５．１５（遅８） ６．１２（遅３） ７．１８（早２） ４９７（５８） ６７１（９０） ６１４（９３）

オホーツク ９．２３（遅２） ４．１１（早１） ５．９（遅２） ６．１３（遅３） ７．２４（早３） ２７４（８３） ８０３（９８） ７１６（９６）

十勝 ９．２４（遅２） ４．８（ ０） ５．９（遅５） ６．１４（遅４） ７．２２（早６） ２４２（８０） ８５９（１０５） ７１１（９４）

全道 ９．２２（遅３） ４．１１（遅１） ５．９（遅５） ６．１２（遅３） ７．２１（早４） ２９９（７５） ７９２（１０１） ６９３（９５）

注１）各生育季節の（ ）内の数値は平年対比の日数

２）茎数、穂数は北海道農政部発表の作況値。（ ）の数値は平年比対比の百分率（％）を示す。

表４ 平成２２年産春まき小麦の生育状況

栽培様式 振興局
は種期 幼穂形成期 止葉期 出穂期 成熟期 茎数 穂数

（月日） （月日） （月日） （月日） （月日） （６．１５） （本／�）

春まき
上川 ４．２９（遅８） ６．４（ ０） ６．１５（遅１） ６．２３（ ０） ８．２（早３） ５９９（８５） ４７８（９４）

オホーツク ４．１８（早６） ６．５（遅２） ６．１６（ ０） ６．２３（早１） ８．４（早７） ８７８（１１０） ５８１（９９）

春まき平均 ４．２０（早３） ６．５（遅２） ６．１５（ ０） ６．２３（早１） ８．３（早６） ８２０（１０５） ５５９（９８）

初冬まき
空知 １１．１２（早６） ５．２０（遅８） ６．９（遅９） ６．１９（遅９） ７．２９（遅１） ７８１（９５） ７０４（９４）

石狩 １１．１２（早５） ５．２０（遅６） ６．８（遅７） ６．１８（遅５） ７．２９（ ０） １，０４５（１４０） ９３７（１２９）

初冬まき平均 １１．１２（早５） ５．２０（遅７） ６．８（遅８） ６．１８（遅７） ７．２９（遅１） ９２０（１１８） ８２７（１１２）

注１）各生育季節の（ ）内の数値は平年対比の日数

２）茎数、穂数は北海道農政部発表の作況値。（ ）の数値は平年比対比の百分率（％）を示す。

北海道 米 麦 改 良 第７０号2 ２０１１．１



気温が平年並みだったため、越冬前の草丈茎

数は平年より少なかった。融雪は平年並みで

雪腐病の発生は少なかった。４月は低温で経

過し、幼穂形成期は５日遅れ、５月中旬以降、

止葉期まで引き続き低温だったため、出穂期

は６月１４日と平年から４日遅れとなった。

止葉期以降は高温多照に経過し、開花は一

斉で良好だった。それ以降も記録的高温傾向

は成熟期まで続いたが、６月６半旬には連続

して真夏日が続き、それと前後して「きたほ

なみ」の葉身にフレッケン症状（葉身上の不

明瞭な斑点症状）が発生した。７月１半旬以

降はM.nivale（紅色雪腐病菌）による葉枯

れ症状が十勝全域で各品種に発生した。

穂数は平年よりやや少なく、倒伏の発生は

少なかった。成熟期は７月２２日と平年より６

日早く、出穂期から成熟期までの登熟期間は

３８日間と平年に比べ大幅に（１０日）短くなり、

登熟が不良で細麦が多く、品質・製品率・製

品収量ともに平年を大きく下回り、１等麦の

割合も少なかった。品種では、「きたほなみ」

の灰分が「ホクシン」に比べて低く、品質面

で優った。

� 北見
北海道農政部 食の安全推進局 技術普及課

北見農業試験場駐在 主査 森 久夫

ア）秋まき小麦

平成２１年９月のは種期はやや遅れ、越冬前

の生育量はやや少なかった。平成２２年の融雪

期は平年並みであったが、４月下旬及び５月

中旬から６月上旬の低温により幼穗形成期で

２日遅れ、出穂期では３日遅れとなった。６

月中旬以降は、高温が続き生育は急速に進ん

だ。７月も引き続き高温に経過したことから、

成熟期は７月２４日と３日早くなった。このよ

うな気象経過の中で稈長は短く、穂数は少な

かった。出穂期から成熟期までの登熟期間は

４１日間で平年よりも６日短かったことから、

登熟不良となり細麦傾向で収量は平年を下

回った。なお、「きたほなみ」は「ホクシン」

よりも２割程度多収で、品質も優った。

イ）春まき小麦

融雪は平年並みであったが、降雨が少なく

耕起作業が順調に進み、は種期は６日早かっ

た。は種時期の低温により出芽は遅れたが、

６月中旬以降の高温傾向により生育は回復し

た。出穂期で平年並みとなり、更に生育は進

み７日早く成熟期を迎えた。７月の高温寡照

により千粒重は軽く、収量・品質は平年を下

回った。

� 上川・留萌
地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 農業

研究本部 上川農業試験場 研究部

地域技術グループ 研究主任 中道浩司

ア）秋まき小麦

降雨のために播種作業が平年より遅れたた

め、出芽は遅れ、越冬前の生育量は平年より

少なかった。さらに、融雪が平年より遅れた

ため、起生期、幼穂形成期ともに平年より遅

れ、春先の生育量は平年より少なかった。６

月中旬以降、非常に高温傾向となったことか

ら、生育の遅れはある程度回復したが、稈長

は短く、穂数はやや少なくなった。出穂期は

平年より遅れたが、高温傾向により成熟期は

早まったため、登熟期間が短く、子実は小粒

傾向となった。穂数が平年よりやや少なく、

さらに子実が小粒であったことから、子実重

は平年より大きく減収となった。収穫始は早

かったが、降雨などの影響により、収穫期間

がやや長くなった。

留萌地域（羽幌町）では、出穂期が遅れ、

成熟期は平年並となり登熟期間は短かった。

稈長はやや短かったが、穂数はやや多かった。

７月中旬の強風を伴う豪雨により各地で倒伏

が発生した。登熟期間の短縮および倒伏の発

生により子実重は大きく減収した。子実の外

観品質は劣り、穂発芽が若干発生した。収穫

始は平年並であったが、降雨により収穫作業

は遅れた。

イ）春まき小麦

融雪の遅れや断続的な降雨により、播種作

業が遅れた。播種以降、生育は遅れていたが、

北海道 米 麦 改 良第７０号 3２０１１．１



６月中旬以降の高温傾向により、生育は進み、

出穂期は平年並となった。穂数はやや少なく、

軟弱徒長により稈長がやや長く、７月中旬の

強風を伴う豪雨により各地で倒伏が発生した。

成熟期は平年よりやや早く、登熟期間が短

かった。このため、子実は小粒傾向となった。

小粒であったことに加え、降雨が多かったこ

とや倒伏などにより穂発芽の発生が認められ、

減収となった。収穫はやや早く始まり、収穫

期間中の降雨は少なかったため、収穫終も早

かった。

２ 生産実績
� １等麦比率
秋まき小麦、春まき小麦ともに６月２半旬

以降の記録的な高温による登熟日数の短縮に

よる細麦傾向と、春まき小麦は収穫期の降雨

による穂発芽の発生のため、１等麦率は前年

に引き続き低くなった（表５）。

� 品質ランク区分
品質ランク区分は日本めん用の秋まき小麦

で Aランクの割合が昨年に引き続き大幅に

低下した。昨年は高い割合であった「きたほ

なみ」においても本年は低下した。

春まき小麦においても、「春よ恋」「ハルユ

タカ」ともに低下した。

� 品質評価項目別頻度
４つの品質評価項目を品種毎に詳しく見る

と、日本めん用品種の「ホクシン」と「きた

ほなみ」は、たんぱくは共に７割以上が基準

値を超えた（表７－１）。灰分と容積重は

「きたほなみ」が「ホクシン」よりも基準値

を満たした割合が高く、「きたほなみ」の品

質面の高い能力が発揮されたと言えよう。

パン・中華めん用小麦の「春よ恋」は、

２７．９％が基準値を上回ったが、灰分は概ね基

準値を満たし、容積重は８７．１％が基準値を満

たした。「キタノカオリ」は、タンパクと容

積重は概ね基準値を満たしたが、灰分は

８３．０％が基準値を超えた（表７－２）。

３ 今後の課題
出穂以降の急激な生育の進展により、根張

表５ 平成２２年産麦類検査実績
（道農政事務所食料部）

品種名
１等麦比率（％）

２２年産 ２１年産 ２０年産 １９年産

秋
ま
き
小
麦

ホクシン ４９．８ ４９．５ ８２．６ ８８．０

きたほなみ ５３．６ ７１．７ － －

ホロシリコムギ ０．０ ４２．２ ７２．４ ８９．０

タクネコムギ ６２．３ ２７．３ ６５．６ ７１．８

きたもえ ２０．６ １．２ ５３．３ ７９．３

キタノカオリ ６９．２ １２．２ ８７．１ ８８．９

小計 ５０．７ ４９．９ ８２．１ ８７．８

春
ま
き
小
麦

春よ恋 ３７．１ ５６．３ ７７．８ ５５．７

ハルユタカ ０．０ ２４．２ ８０．１ ６４．７

はるきらり ６９．３ ８４．７ － －

小計 ３８．５ ５２．４ ７８．１ ５７．９

普通小麦合計 ５０．２ ５０．０ ８１．９ ８６．３

注）２２年産については、１０月３１日の速報値

表６ 平成２２年産小麦の品質評価ランク区分 （平成２２年１１月３０日現在）

品種名
Aランク（％） Bランク Cランク Dランク

H２２ H２１ H２０ （％） （％） （％）

日本めん用

ホクシン ２８．７ ６５．１ ９４．８ ２０．０ ３１．０ ２０．３

きたほなみ ７３．４ ９９．３ － ２５．２ １．３ ０．０

ホロシリコムギ ０．０ １００．０ １００．０ ０．０ １００．０ ０．０

きたもえ ５６．２ ７９．５ ９６．１ ３９．９ ３．９ ０．０

醸造用 タクネコムギ １００．０ １００．０ ９９．６ ０．０ ０．０ ０．０

パン・中華めん用

春よ恋 ８１．８ ９６．６ ９９．１ ９．５ ３．２ ２．５

ハルユタカ ０．０ １００．０ ９８．８ ０．０ ０．０ １００．０

はるきらり １００．０ １００．０ － ０．０ ０．０ ０．０

キタノカオリ ９８．２ ６８．５ ９２．５ １．０ ０．７ ０．０
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りの不十分な小麦ほ場では、養水分の吸収が

不足し、登熟不良に影響が大きかったと推察

される。根張りの良い小麦とするため、耕盤

層のない透排水性の良いほ場をつくる事が重

要である。心土破砕などの施工と有機物の投

入に積極的に取り組み、土壌物理性の改善に

努めたい。

「きたほなみ」は越冬後の生育が旺盛で、

茎数・穂数の過剰な生育は倒伏の発生と製品

歩留りの低下につながる恐れがある。今後示

される予定の土壌・生育診断による適正な施

肥管理に努めていただきたい。

表７－２ パン・中華めん用小麦の品質評価項目別頻度（％） （平成２２年１１月３０日現在）

パン・中華め

ん用

たんぱく 灰分 容積重 FN

基準値以上
基準値

（１１．５％－１４．０％）
基準値以下

基準値

（１．７５％以下）
基準値以上

基準値

（８３３�／�以上）
基準値以下

基準値

（３００以上）
基準値以下

春よ恋 ２７．９ ７２．１ ０．０ ９６．４ ３．６ ８７．１ １２．９ ９０．４ ９．６

キタノカオリ ３．７ ９６．３ ０．０ １７．０ ８３．０ １００．０ ０．０ ９６．７ ３．３

表７－１ 日本めん用小麦の品質評価項目別頻度（％） （平成２２年１１月３０日現在）

日本めん用

たんぱく 灰分 容積重 FN

基準値以上
基準値

（９．７％－１１．３％）
基準値以下

基準値

（１．６０％以下）
基準値以上

基準値

（８４０�／�以上）
基準値以下

基準値

（３００以上）
基準値以下

ホクシン ７２．６ ２６．６ ０．７ ２６．１ ７３．９ ４８．３ ５１．７ ９９．９ ０．１

きたほなみ ７３．５ ２５．４ １．１ ９８．４ １．６ ６８．７ ３１．３ １００．０ ０．０
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稲作・麦作 

平成２２年度稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ

本年度の稲作・麦作総合改善研修会を、札幌市において平成２３年３月４日（金）午後に開催い

たします。

受講者は、稲作・麦作の生産者をはじめ、全道の農協および市町村の担当者、関係機関・団体

等の方が対象で、受講料は無料です。

正式な案内につきましては、別途（２月上旬頃）、新聞およびホームページ等で連絡させてい

ただきます。例年同様、優良事例発表や特別講演などを企画しておりますので、多数の受講をお

待ちしております。

日 時：平成２３年３月４日（金） １３時１５分より（１２時３０分受付開始）
場 所：ホテルモントレエーデルホフ札幌

札幌市中央区北２条西１丁目 TEL（０１１）２４２－７１１１

平成２１年度稲作・麦作総合改善研修会

（平成２２年３月８日（月）ホテルモントレエーデルホフ札幌）
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

お知 
らせ 

麦作 平成22年産小麦の総括 

平成22年度稲作・麦作総合改善研修会のお知らせ 

成分検査：フォーリングナンバーの測定（ホクレン農業総合研究所） 


